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通学路に関する基本情報と実地踏査について 

 

１ 通学路の基本情報 

 通学路とは、国の法令※において「児童が小学校に通うため、1日につきおおむね４０人

以上通行する道路の区間」のほか「児童が小学校に通うため通行する道路の区間で、小学

校の敷地の出入口から１キロメートル以内の区域に存し、かつ、児童の通行の安全を特に

確保する必要があるもの」とされています。 

 町田市立小学校では、毎年度、学校長が通学路の指定及び通学路図を作成しています。 

町田市立中学校には、「通学路」の指定はありませんが、生徒が通学に利用する経路と小

学校の通学路が共通する箇所については、小学校の通学路安全点検において安全対策を講

じており、一定の安全を確保しています。 

※交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令第 4条 

 

【通学距離・時間の基準・目安】 

・文部科学省の基準・目安 

 通学距離の基準    小学校 ４キロメートル 

            中学校 ６キロメートル 

（義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令） 

 通学時間の目安    おおむね１時間以内 

（公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引） 

 

・町田市立学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方（町田市立小・中学校共通） 

 通学距離の許容範囲  徒歩でおおむね２キロメートルを目安 

 通学時間の許容範囲  おおむね３０分程度を目安 

 

2 通学路の安全対策について 

町田市では、児童の通学の安全を図るため、町田市立小学校の通学路について定期的に

関係機関と合同で点検を行っています。市内小学校を 2つのブロックに分け、それぞれ隔

年の実施としています。 

学校長が指定した通学路について、学校は必要に応じて PTA 等保護者組織の協力を得

て点検を行い、改善要望書を作成して教育委員会に提出します。教育委員会は、提出され

た改善要望書をもとに、各管理者（道路管理者や警察等）、学校、PTA 等保護者組織とと

もに現地で通学路の現状（登下校時の交通量や人の流れ等）を確認し、各管理者は対策案

を検討・決定して回答します。 

また、統合新設校では、通常の通学路安全点検とは別に、統合３年度前に通学路安全点

検を行い、統合前年度末までに各管理者は安全対策を実施します。さらに、統合初年度に

も通学路安全点検を実施し、新しい通学路の安全確認・対策を行っています。 
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３ 本日の実地踏査について 

（１）目的 

  現在の南第四小学校の通学路と、仮校舎（現・南中学校の位置）に通学するために想

定される通学路を歩くことで、どのような道を通学路とするべきなのか（道幅や見通し

など）についてご意見をいただきたいと思います。 

 ※現在の南第四小学校の通学路は、これまでの通学路安全点検を通じて、道路管理者や

警察とともに安全対策を行っています。このため、仮校舎までの新しい通学路につい

ても、基本的には現在の通学路も活用することを想定しています。 

 

（２）実施踏査内容 

  実地踏査ルートを 2つ作成しましたので、2班に分かれて現地を確認し、気になった

箇所についてご意見をいただきたいと思います。 

   

（３）実地踏査後の流れについて 

 本日の実地踏査でいただいたご意見をまとめて、9 月 28 日（月）の検討会で報告い

たします。 

 


